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果樹農業振興基本方針についての検討イメージ

○ 果振法上の基本方針項目

１ 果樹農業の振興に関する基本的な事項
２ 果実の需要の長期見通しに即した栽培面積
その他果実の生産の目標

３ 栽培に適する自然的条件に関する基準
４ 近代的な果樹園経営の基本的指標
５ 果実の流通及び加工の合理化に関する基本的な事項
６ その他必要な事項

○ 現行の基本方針項目 ○ 果樹部会における審議事項

需給小委員会１ 果樹農業の振興に関する基本的な事項
① 国産果実の需要の維持・増大

果実・果実加工品の消費等の実態と検証② 需要動向に即した国内生産の維持・増大
（流通・加工を含む）③ 果樹農業の産地体制の再編・強化

２ 果実の需要の長期見通しに即した栽培面積
１ 需要・生産の実態を踏まえた的確な需給見通しその他果実の生産の目標

（国内消費仕向量・国内生産量）
２ 国産果実及び果実加工品の消費拡大対策の今後の方向

３ 流通対策の今後の方向（合理化、輸出促進を含む）３ 栽培に適する自然的条件に関する基準

４ 加工対策の今後の方向（合理化を含む）
４ 近代的な果樹園経営の基本的指標
① 目標とすべき１０ａ当たりの生産量、労働時間

産地・経営小委員会及び機械の適正利用規模
② 効率的かつ安定的な果樹園経営の指標

果樹の生産・経営等の実態と検証
５ 果実の流通及び加工の合理化に関する基本的な
事項
① 果実の流通の合理化に関する基本的な事項

１ 果樹の生産・経営対策の今後の方向（産地体制含む）② 果実の加工の合理化に関する基本的な事項

２ 果実の需給調整対策の今後の方向
６ その他必要な事項

３ 果樹栽培に適する自然的条件に関する基準の作成① 優良品種の育成及び革新的な技術開発の促進
② 果樹生産を通じた多面的機能の発揮

４ 近代的な果樹園経営の基本的指標の作成③ 輸出の促進


